
【ソフトウェア使用許諾書】

　下記の条項は株式会社アーク情報システム（以下「ARK」といいます）が、「HD 革命 /CopyDrive」（コンピューター・ソフトウェア、
マニュアル、その他関連資料を含み、以下「本ソフトウェア」といいます）に適用いたします。

１．使用許諾
①お客様が個人ユーザーの場合、本ソフトウェアを 1 台のコンピューターに限り使用できます。使用するディスク台数に制限はありま

せん。
②お客様が法人ユーザーの場合、本ソフトウェアを 1 台のコンピューターに限り使用できます。ただし、本ソフトウェアをマスター環

境を構築したディスクの複製目的として使用するには、複製先とするディスク台数分の追加ライセンスが必要となります。
③お客様は、本ソフトウェアのバックアップを目的に、ただ一つの複製を作成することができます（バンドル版は除きます）。

２．使用許諾期間
①本契約は、お客様が本契約の内容に同意して本ソフトウェアの使用を開始したときより発効し、お客様が本ソフトウェアの使用を止

められるまでを有効とします。
②お客様が本契約のいずれかの条項に違反した場合、ARK は本契約を一方的に終了させていただくことがあります。

３．保証および責任の内容
① CD およびマニュアルに物理的な欠陥がある場合は、購入後 90 日以内は無償で交換いたします（バンドル版は除きます）。ただし、

お客様は本ソフトウェアの購入日を証明できる写しを添付しなければなりません。それ以外の場合は実費をご負担いただきます。
② ARK は、本ソフトウェアの仕様およびサービスの内容を予告なしに変更することがあります。なお、本製品のサポートサービス終

了に関しては、Web ページにてご案内をいたします。
③ ARK は、サポートを終了した製品に関しては、サポートサービスを提供する義務を負わないものとします。
④サポートサービスは、ARK の規定に沿って電話、メール、FAX で行いますが、サポートサービスがお客様の目的に適合することを

保証するものではありません。
⑤ ARK は、ユーザー登録がなされない場合や、登録変更の届け出がなされない場合、またはその内容に不備がある場合において、

ARK からお客様へ連絡の不達において生じる不利益および損害については、一切の責任を負うものではありません。なお、メール
等でご案内する本ソフトウェアに関する情報やサポートサービスの内容に関しては、Web サイトでも同内容のご案内をしておりま
すので、こちらをもってお客様へのご連絡とさせていただきます。

⑥ ARK および Microsoft 社（バンドル版においては本ソフトウェアの提供先も含みます）は、いかなる場合にもお客様が本ソフトウ
ェアを使用した結果に関して一切の責任を負うものではありません。

⑦本契約のもとで、本ソフトウェアの品質および性能に関して発生する問題は、お客様の費用負担をもって処理するものとします。
⑧本契約のもとで、ARK がお客様に負担する責任の総額は、本ソフトウェアの購入金額を超えないものとします。
⑨本ソフトウェアのサービス（主にサポートサービスとなりますがこれに限りません）は日本国内に限定されるものとします。また、

日本語で対応することとします。

４．禁止事項
①本ソフトウェアを逆コンパイルまたは逆アセンブル、またはその他の方法でソースコードを解析すること。
②本ソフトウェアを譲渡、転貸、再販売、輸出すること。
③ ARK への文書による事前の承諾なしに、本ソフトウェアの二次著作物を創作、譲渡、販売、転貸すること。
④ ARK への事前の承諾なしに、本ソフトウェアを引用し書籍を刊行すること。
⑤ネットワークにおいて、本ソフトウェアを私的使用を超える範囲で利用すること。

５．その他
①お客様および ARK は、本契約に関連して発生した紛争については、東京地方裁判所を第一審の管轄裁判所とするものとします。
②本ソフトウェアの一部機能は Windows PE を使用しており、Windows PE は Microsoft 社および Microsoft 関連会社のライセンスと

なります。
③ Windows PE について、Microsoft 社および Microsoft 関連会社でのサポートは行いません。
④ Windows PE は、起動から 72 時間後に再起動します。

著作権
・HD 革命 /CopyDrive の著作権は株式会社アーク情報システムが有しています。
・HD 革命は株式会社アーク情報システムの登録商標です。
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HD 革命 /CopyDrive の
使用開始にあたって

（動作環境・インストール・注意事項／制限事項）

　この章では、HD 革命 /CopyDrive をお使

いいただくための動作環境、インストール方

法、注意事項などについて説明しています。

第 1 章
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HD 革命 /CopyDrive をご利用いただけるシステム環境

オペレーティングシステム
（日本語版の右のいずれか）

Windows 8 32bit/64bit 版

Windows 7 32bit/64bit 版（SP1 以降）

Windows Vista 32bit 版（SP2 以降）

Windows XP 32bit 版（SP3 以降）

※Windows Vista/XP の 64 ビット版には対応していません。
※ サーバー系の OS には対応していません。
※ アドミニストレーター権限（管理者権限）が必要です。
※Windows XP の環境でインストールして使用する場合は「Ver.4」の製品がインストールされます。

コンピューター 上記のオペレーティングシステムが稼動するコンピューター （PC/AT 互換機のみ）

※Macintosh（Mac）には対応していません。

メモリー

Windows 8/7 64bit 版：２GB 以上
Windows 8/7 32bit 版：１GB 以上
Windows Vista 32bit 版：512MB 以上（1GB 以上推奨）

Windows XP 32bit 版：512MB 以上
※EWF 方式のコピーを行うには、コピー元ドライブの使用容量１GB に対して１MB のメモリーが

必要です。ドライブの使用容量が大きい環境では、メモリーが少ないとコピーができない場合があ
ります。

CD/DVD ドライブ CD-ROM を読み込めるドライブ

ハードディスク
50MB 以上の空き容量（本製品のインストール用として）

※EWF 方式のコピーを行う場合、一時ファイル作成のために、コピー元ハードディスクにインストー
ル容量とは別に 300MB の空き容量が必要。

その他

インターネット接続環境
※ ドライバのダウンロードで使用します。この機能を使用しない場合は不要。

起動用 USB メモリーを作成する場合、1GB 以上の USB メモリーが必要
※ 起動用 USB メモリーを作成するには、Windows 8/7/Vista で CD ドライブが搭載されたコンピ

ューターが必要です。

　HD 革命 /CopyDrive は、Symantec 社の「Norton GoBack」とは共存できません。

インストールして使用する場合

　HD 革命 /CopyDrive をご利用いただくためには、次のコンピューターハードウェアおよびオペレーティ
ングシステムが必要です。

Lite 版について

Lite 版はハードウェアにバンドルされた製品です。通常版から機能が限定されており、製品 CD の
WindowsPE を起動してコピーするなど、本マニュアルに記載されている一部機能が使用できませんのでご注

意ください。
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製品 CD（起動用 USB メモリー）の Windows PE を起動して使用する場合

オペレーティングシステム 製品 CD に収録してある Windows PE を起動するため、インストールされ
ているオペレーティングシステムに依存せず本製品を使用できます。

コンピューター インストールして使用する場合と同様
※CD からコンピューターを起動できる環境が必要です。

メモリー 512MB 以上
（ビデオメモリーと兼用の場合は 1GB 以上）

CD/DVD ドライブ CD-ROM を読み込めるドライブ

その他
起動用 USBメモリーで起動する場合、USBから起動できる環境が必要。
RAID、SCSI などのハードディスクを認識させるためのドライバ。
※ 起動時に装置を認識できない場合に必要です。

　製品 CD に収録された Windows PE でコンピューターを起動してコピーを行うことができます（Lite 版に
はこの機能はありません）。

CD 起動版について

CD 起動版は製品 CD から起動して操作する機能のみをもつ製品です。この版は Windows にインストールすること
はできませんので、最初に「製品 CD（Windows PE）でコンピューターを起動」（1-5 ページ）および「製品 CD

で起動してドライブをコピー」（2-17 ページ）をご覧ください。なお、CD 起動版では、本マニュアルに記載されている一部の
機能が使用できませんのでご注意ください。

●起動メニューがある機種
DELL　Vostro 220s

①メーカーロゴが表示されている間に「F12」キーを押す。
②表示されるリストの中で起動するデバイスを選択する。

東芝　DynaBook SS RX2/T8K N
①メーカーロゴが表示されている間に「F12」キーを押す。
②画面下にアイコンが表示されるので、起動するデバイス

のアイコンを選択する。

《起動デバイスの設定例》

● BIOS で設定する機種
NEC　VALUESTAR PC-VN550VG6B

①メーカーロゴが表示されている間に「F2」キーを押す。
②「BOOT」メニューの中で「1st Boot Device」を起

動するデバイスに設定する。

起動デバイスの優先順位について

通常のコンピューターは、電源を入れるとハードディスクにインストールされた OS が起動するようになってい
ます。しかし、OS を起動することができるデバイスはハードディスクだけではなく、CD や USB デバイスから

も起動は可能です。
　最近のコンピューターであれば、ほとんどの機種で CD や USB デバイスの OS も起動することができますが、初期状態は
ハードディスクから起動する設定になっていることが多いため、そのままでは起動できないことがあります。
　CD や USB デバイスから起動するためには、起動時にファンクションキーを押してメニューを呼び出しデバイスの選択を
することや、BIOS と呼ばれる設定画面で設定を変更することが必要です。
　多くの機種は、起動時のメーカーロゴが表示されている間に、「F12：Boot Menu」、「F2：起動メニュー」、「Press<F2>BIOS 
Setup」というような文字が表示されますので、指定されたキーを押すことで起動メニューや BIOS に入ることができます。
ここで起動するデバイスを選択することで、CD や USB デバイスから起動ができるようになります。
　起動するデバイスの変更方法はメーカーや機種によってさまざまであるため、その具体的な方法は弊社ではお答えすること
はできません。コンピューター付属のマニュアルやヘルプを参照するか、ハードウェアメーカーにお問い合わせください。
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HD 革命 /CopyDrive のインストール
　HD 革命 /CopyDrive の旧バージョンがインストールされている場合、アンインストールしてから本製品
のインストールを始めてください（Lite 版の場合、バンドルされている製品によってインストール方法が異
なります）。
　CD 起動版ではインストールすることはできません。次ページおよび「製品 CD で起動してドライブをコ
ピー」（2-17 ページ）をご覧ください。

インストール開始 再起動1 3
　「インストール開始」をクリックします（CD 起
動版ではこのボタンは表示されません）。

　インストール後はコンピューターを再起動します。
　アンインストールは、Windows の「コントロー
ル パネル」を開き、「プログラムのアンインストー
ル」、または「プログラムの追加と削除（アプリケー
ションの追加と削除）」から行ってください。クリック

Ark ランチャーについて

インストール後、デスクトップに「Arkラン
チャー」のアイコンが作成されます。

ArkランチャーからHD革命/CopyDriveのメイン画面
や各種ツールを起動することができます。

HD 革命 /Partition EX2 のインストール

「with Partition EX2」版では、HD 革命 /Copy 
Drive と同様に HD 革命 /Partition EX2 を

インストールすることができます。

シリアル番号の入力2
　シリアル番号を入力します。

　シリアル番号は、半角英字の大文字と半角数
字で入力してください。ハイフンも必要です。

（例）ABCD−E12−FGH345JK67
　受け付けられないときは、全角文字や小文字
になっていないかどうかを確認してください。

「with Partition EX2」版のセットアップ画面

クリック
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HD 革命 /Partition EX2 の起動

「with Partition EX2」 版 で、 製 品 CD か
らコンピューターを起動して「HD 革命 /

Partition EX2」を使用する場合、Ark ランチャーのツ
ールバーでアイコンをクリックします。

　HD 革命 /CopyDrive の製品 CD でコンピューターを起動し、ハードディスク，SSD のコピーを行うこと
ができます（Lite 版にはこの機能はありません）。

コンピューターを起動1
　製品 CD をドライブに挿入した状態でコンピュー
ターを起動します。

起動の選択2
　次のメッセージが表示されている間に、キーボー
ドで何かキーを押します。

　 こ の 画 面 で は、通 常「HDCopyDrive 5.0 PE 
64bit」を選択して 64bit 版の Windows PE を起
動してください。
　ただし、64bit版OSに対応していないコンピュー
ターでは 64bit 版は起動できませんので、起動でき
ない場合は「HDCopyDrive 5.0 PE 32bit」を選
択してください。

操作の選択

ＯＳの選択

4

3

　Ark ランチャーが起動しますので、操作を選択
します。操作手順は各機能のページを参照してくだ
さい。

製品 CD（Windows PE）でコンピューターを起動

Point
　このメッセージが表示されない場合は、CD から起動で
きるようにコンピューターの設定を変更する必要があり
ます。1-3 ページのコラムを参考にしてください。なお、
変更方法が不明な場合は、ご使用のコンピューターのメー
カーにお問い合わせください。

クリック

（Lite 版は非対応）
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正常な状態で使用してください。
・NAS（LAN ディスク）など、ネットワーク上の

ハードディスクにコピーを行うことはできません。
・リムーバブルドライブとして認識されているハー

ドディスクにはコピーを行うことはできません。
・512 バイトエミュレーションを行っていない 4K

セクター（4K ネイティブ）フォーマットのハー
ドディスクを、コピー元またはコピー先として使
用することはできません。

・Windows 8/7 の仮想ハードディスクドライブ
（VHD）のコピーについては動作保証外となります。

・ファイルシステムについて
　FAT、NTFS 以外にも各種 OS で使用されるファ
イルシステムに対応していますが、次のような制限
事項があります。
・Windows 以外の OS のファイルシステムに関し

ては、データの有無にかかわらずドライブ内の全
セクターをコピーします。

・「リブート方式」で「ディスクの全セクタをコピー
する」のオプションを選択した場合、ファイルシ
ステムや空き領域に関わらずすべてのセクターを
コピーします。

・HPA（Hidden Protected Area）や DtoD（Disk 
to Disk）のような「ディスクの管理」で認識され
ない隠し領域（リカバリー領域）をコピーするこ
とはできません。ただし、「MSR（GPT 予約パー
ティション）」は「ディスクの管理」で認識され
ていなくてもコピーされます。

・ダイナミックディスクには対応していません。

・GPT ディスクのコピーについて
　GPT ディスクの環境をコピーする際には、次のよ
うな制限事項があります。
・GPT ディスクに対応していない Windows XP 

32bit 版などの OS では、パーティションを認識
できません。

・GPT ディスクから Windows を起動するには、
OS が Windows 8/7/Vista の 64bit 版で、かつ

・安全に利用いただくために
　HD 革命 /CopyDrive を安全にご使用いただくた
めには、以下の点に注意して操作を行ってください。
・ドライブの容量、ハードウェアの速度によっては

コピーに大変時間がかかることがあります。ノート
型コンピューターをご利用の場合はバッテリー切れ
防止のためAC アダプタの使用をおすすめします。

・コピー処理が実行されている間は、周辺機器（ハー
ドディスク、USB メモリーなど）の接続・取り
外しは行わないようにしてください。安全のため、
あらかじめ接続を外すか、電源を切っておくこと
をおすすめします。

・コピー中にコンピューターの電源を切ったりリセッ
トボタンを押したりすると、データが失われる可能
性がありますので、行わないようにしてください。

・操作完了や再起動の選択メッセージが表示された
ときに、ハードディスクのアクセスランプが点滅
しているような場合は、点滅が収まるまで待って
から操作を行ってください。

・お使いの環境やインストールされているソフト
ウェアによっては、正常に動作しないことがあり
ます。このような場合は、常駐ソフトウェアの停
止や周辺機器の取り外しを行うことで、動作する
ようになることがあります。

・不測の事態に備え、大切なデータは個別に CD/
DVD や USB メモリーなどに保存するとより安全
です。

・Symantec 社の「Norton GoBack」とは共存で
きません。

・ハードディスク環境について
　コピーを行うためのハードディスク環境には、次
のような制限および注意事項があります。
・ハードディスクにエラーや不良セクターが存在す

る場合、正常にコピーができないことがあります。
Windows の「チェックディスク」やハードディ
スクの診断ツールなどでエラーチェックを行い、

ドライブコピー実行前の確認

注意事項および制限事項
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・Windows 8 の「記憶域」で作成したディスクに
ついて

　Windows 8 の「記憶域」で作成したディスクを
コピー元またはコピー先として使用することはでき
ません。

・起動時に Windows ロゴを表示しないようにして
いる場合の注意

　Windows の「システム構成ユーティリティ」で、
「GUI ブートなし」（8/7/Vista）、「/NOGUIBOOT」
（XP）のオプションを有効にしている環境では、「リ
ブート方式」でコピーを行うときに進行状況が表示
されません。
　ハードディスクのアクセスランプが点滅している
間は処理が行われているので、電源を切ったりリ
セットをしたりしないでください。安全のため、「リ
ブート方式」でコピーを行う前に、このオプション
を無効にするようにしてください。

・起動ドライブへのコピーについて
　Windows にインストールしてコピーする場合
は、Windows がインストールされ起動中のシステ
ムパーティション（起動ドライブ）をコピー先とす
ることはできません。システムパーティションをコ
ピー先とする場合は、製品 CD から起動した HD 革
命 /CopyDrive でコピーを行ってください。

・チェックディスクについて
　HD 革命 /CopyDrive では、コピーを行う前に
チェックディスクを行います。このチェックディス
クは、Windows 付属の機能を呼び出しています。

「開始」をクリックするとチェックディスクが行わ
れます。

UEFI モードで起動可能なコンピューターが必要
です。

・MBR ディスクから GPT ディスクに変換してコ
ピーする場合は、Windows にインストールした

「HD 革命 /CopyDrive」を起動して行うのではな
く、「HD 革命 /CopyDrive」の製品 CD（Windows 
PE）を UEFI モードで起動して行ってください。

・コピー先 GPT ディスクのハードディスクから起
動するには、コンピューターの UEFI 起動メニュー
で「Windows Boot Manager」と表示されたディ
スクを起動ディスクとして選択してください。

・GPT ディスクをコピーする場合（MBR ディス
クから GPT ディスクに変換する場合も含む）は

「ディスクの全セクタをコピーする」のオプショ
ンは選択できません。

・GPT ディスクから MBR ディスクにコピーを行う
場合、コピー先ディスクの後方に 128MB の空き
領域ができます。これは、4 番目以降のプライマ
リパーティションを拡張領域内の論理ドライブと
して変換するための作業領域として使用したもの
ですので、コピー後はパーティションを拡張して
も問題ありません。

・Windows 以外の OS をコピーする場合の制限 
　事項（「ファイルシステムについて」もお読みください）

　Windows 以外の OS がインストールされている
ハードディスクをコピーする場合、以下のような制
限があります。
・EWF 方式ではコピー先のハードディスクから起

動できない場合があります。このようなときは「リ
ブート方式」で「ディスクの全セクタをコピーす
る」のオプションを指定してコピーを行ってくだ
さい。

・拡大、縮小コピーを行うとコピー先ハードディス
クから起動できない場合があります。

・Linux の環境をコピーした場合、コピー先ハード
ディスクから起動するために Linux の再設定が必
要になることがあります。

・ 製 品 CD か ら 起 動 し て コ ピ ー を す る 場 合、
Windows 以外の OS はコピーできないことがあ
ります。

ドライブコピー実行時の注意・制限事項
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ラーが発生しました。」と表示されます。
　エラーを無視してコピーを続行する場合は、「は
い」をクリックしてください。この場合、エラーが
発生した個所のデータはコピーされません（コピー
先ハードディスクのデータは保証されません）。コ
ピーをキャンセルする場合は「いいえ」をクリック
してください。
②リブート方式
　リブート方式では、次のメッセージが表示されま
す。書き込みエラーの場合は、「Read Error」の
部分が「Write Error」になります。

　エラーを無視してコピーを続行する場合は、キー
ボードの「Y」キーを押してください。この場合、
エラーが発生した個所のデータはコピーされません

（コピー先ハードディスクのデータは保証されませ
ん）。コピーをキャンセルする場合は「N」キーを
押してください。

　「チェックディスクのオプション」を選択した場合
や、エラーを検出した場合は、次のメッセージが表
示されます。

　ここで「はい」をクリックすると、コンピューター
が再起動してチェックディスクが行われます。再起
動してチェックディスクを行う場合はチェックディ
スク終了まで時間がかかりますので、実行する場
合は注意してください。チェックディスクが終了
し Windows が起動した後は、もう一度 HD 革命 /
CopyDrive を実行し、はじめから操作を行ってく
ださい。
　「チェックディスク」ではディスク監視ソフトやア
ンチウィルスソフトが動作していると、影響を受け
てエラーとなることがあります。何度繰り返しても
エラーとなるような場合は、このようなソフトウェ
アの常駐を停止させるか、アンインストールを行っ
てみてください。
　コピーを実行するユーザーがアクセス許可のない
ドライブをコピーする場合、アクセスが拒否されて
しまうため、コピー前のチェックディスクでエラー
となります。アクセス許可がないドライブをコピー
する場合は、エラーが発生しても再起動してチェッ
クを行わずにそのままコピーしてください。

・コピー中のエラーについて
　コピーの途中で、ハードディスクに読み込み、書
き込みエラーが発生した場合は、エラーメッセージ
が表示されます。
① EWF 方式
　EWF 方式では、コピー中に次のメッセージが表
示されます。書き込みエラーの場合は、「書き込みエ

各コピー方式の制限事項

Read Error Occured.
Press [Y] key to continue, [N] key to exit...

　コピーには EWF 方式とリブート方式があり、そ
れぞれに以下の制限事項があります。
① EWF 方式
・一時ファイルの作成のためにコピー元ハードディ

スクに 300MB の空き容量が必要です。空き容量
が足りない場合は、EWF 方式のコピーを行うこ
とはできません。

・コピー元ドライブの使用容量 1GB に対して
1MB のメモリーが必要です。メモリーが不足し
ている場合は、EWF 方式のコピーはできません。

・コピーを開始した時点のドライブの内容がコピー
されます。コピー中に作成したファイルや変更さ
れたファイルはコピーされません。

・コピー中に一時ファイルがいっぱいになるとコ
ピーを継続することができなくなります。一時
ファイルの増加が大きい場合は、他のアプリケー
ションの使用はしないようにしてください。また、
常駐されているソフトが書き込みを行っている場
合もありますので、常駐を停止するなどしてくだ
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 スケジュールを設定してコピーを
行うときの注意事項

・HD 革命 /CopyDrive は複数起動することはで
きないため、スケジュールが重なった場合は、最
初に実行されたタスクの設定でコピーが行われま
す。スケジュールを設定する場合は、同時に実行
されないように日時を調整してください。

・パスワードを設定していないユーザーでは、スケ
ジュール機能を使用できません。コントロールパ
ネルの「ユーザーアカウント」( ユーザーとパス
ワード ) から、パスワードの作成を行ってくださ
い。

・スケジュールコピーは、スケジュールを登録した
アカウントが Windows にログオンしている状態
でなければ、指定した日時を過ぎてもコピーが実
行されません（別のユーザーがログオンしている
場合、コピーは行われません）。

さい。
②リブート方式
・「ディスクの全セクタをコピーする」のオプショ

ンを使用してコピーする場合、データの有無にか
かわらず、すべてのセクターをコピーするので、
通常よりもコピーに時間がかかります。

拡大・縮小コピー時の制限事項

　コピー元とコピー先のハードディスクの大きさが
異なる場合、サイズを変更してコピーすることがで
きます。このとき、以下の制限事項があります。
・拡大コピーの制限事項
・サイズ変更ができるファイルシステムはドライブ

文字が割り当てられた NTFS、FAT32、exFAT
です。FAT16 や他の OS のファイルシステム、
隠しパーティションなどはサイズ変更できません。

・「コピー先にサイズを合わせる」のオプションを
使用する場合、コピー先ハードディスクの各パー
ティションサイズは自動的に指定されます。

・ファイルシステムが FAT32、exFAT のパーテ
ィションを拡大コピーする場合は、クラスターサ
イズにより拡大できるサイズに制限があります。

  
  
  
  
  
  
 
 
・縮小コピーの制限事項
・縮小コピーの場合、コピー先のハードディス

クには、「既存の各パーティションの使用量＋
300MB」以上の容量が必要です。

・コピー先ハードディスクの各パーティションの容
量は自動的に調整されます（サイズを指定してコ
ピーはできません）。

・コピー元とコピー先ハードディスクのヘッド数が
異なるとき、容量が小さいハードディスクへコピ
ーすること（縮小コピー）はできません。

パーティションの
サイズ

標準
クラスターサイズ

拡大できる
上限値

32MB ～ 64MB 512byte 64GB
64MB ～ 128MB 1kB 128GB
128MB ～ 256MB 2kB 256GB
256MB ～ 8GB 4kB 512GB
8GB ～ 16GB 8kB 1TB
16GB ～ 32GB 16kB 2TB

※ 1KB（キロバイト）＝ 1024byte（バイト）

FAT32 の場合のサイズと上限値

別のコンピューターでの起動について

　コピーを行ったコンピューターとは別のコンピュ
ーターに、コピー先ハードディスクを接続して起動
する場合は、次のような注意・制限事項があります。
・ドライブのコピーを行う前に、ハードウェアのデ

ータベースファイルを作成してください（3-3 ～
3-4 ページ）。ただし、CD 起動版にはこの機能
はありません。

・起動するコンピューターでライセンスの再認証が
必要です。ライセンス認証については、マイクロ
ソフトまたはコンピューターのメーカーにお問い
合わせください。コンピューターメーカーによっ
ては、プリインストールされている Windows を
他のコンピューターで使用する権利がない場合が
ありますので、ライセンス規約に違反することが
ないよう十分に注意してください。

・別のコンピューターで起動した際に、そのコンピ
ューター用のサウンド、ビデオドライバなどのイ
ンストールが必要となる場合があります。

・コピー元とコピー先でハードディスクのヘッド数
が異なる場合、コピー先をコピー元のヘッド数に
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製品 CD から起動してコピーする
場合の注意事項

　製品 CD には Windows PE が搭載されています。
製品 CD から起動してコピーを行うことができま
すが、次のような注意・制限事項があります。
・スケジュールを設定してコピーを行うことができ

ません。
・ ハ ー ド デ ィ ス ク の 順 番 や ド ラ イ ブ 文 字 が、

Windows 上とは異なる場合があります。
・Windows 8/7 の MBR ディスクに存在する「シ

ステムで予約済み」領域は「C ドライブ」とし
て認識されます。コピーを行う場合は、ドライブ
名に注意してください。

・RAID や SCSI のハードディスクをご使用の環境
では、ハードディスクを認識するためのドライバ
が必要になる場合があります。製品 CD から起
動後にハードディスクが認識されていない場合は、
ドライバをインストールしてください。

・起動から 72 時間後に自動的にコンピューターが
再起動します。コピー中でも強制的に再起動され
ますので、起動時間にご注意ください。

・製品 CD から起動するためには、BIOS（UEFI）
の設定変更が必要になる場合があります。CD か
ら起動する方法については、ご使用されているコ
ンピューターのメーカーにお問い合わせいただく
か、コンピューターに付属しているマニュアル、
Web サイトなどでご確認ください。

革命シリーズとの共存について

・HD革命/WinProtector、SSD革命/Speed 
Advanceで保護中は、EWF方式のコピーを行う

合わせてコピーを行いますが、このようなヘッド
数が異なる環境でコピーを行ったハードディスク
は、別のコンピューターに接続しても正常に起動
できない場合があります。

・必ずしも別のコンピューターでコピーした OS
が正常に起動できるとは限りません。すべての環
境における動作保証はできませんのでご了承くだ
さい。

ことはできません。
・HD 革命 /DISK Mirror、BOOT 革命 /DISK Mirror

で同期中は、HD 革命 /CopyDrive でドライブ
のコピーを行わないでください。

・HD 革命/CopyDriveでコピーを行っている間は、
HD 革命、BOOT 革命シリーズの起動、実行を
行わないでください。



第 2 章

HD 革命 /CopyDrive を
使用する

　この章では、HD 革命 /CopyDrive を使用
してハードディスクをコピーする方法につい
て説明しています。
　ただし、例えば Windows 起動ハードディ
スクを換装する場合などにおいては、HD 革
命 /CopyDrive の操作以外にいろいろな設
定や作業が必要となります。そのため、実際
にコピーを始める前に、第４章の HD 革命 /
CopyDrive の使用例①および②をお読みい
ただくようお願いいたします。　
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Windows にインストールしてコピー

CD からコンピューターを起動してコピー

便利ツール

　HD 革命 /CopyDrive には Windows にインストールしてコピーする方法と、CD から起動してコピーす
る方法があり、さらに、インストールしてコピーする場合には３種類の方式に分かれています（CD 起動版、
Lite 版では一部使用できない機能があります）。
　ここでは、便利ツールも含め、目的ごとに参照していただく本マニュアルの該当ページを紹介します。

HD 革命 /CopyDrive の操作案内

・EWF 方式のコピー
⇨ 2-3 ページ
　Windows のもとで HD 革命 /CopyDrive を起動し、
コピーを行う方式です。
　コピー中も Windows の操作が可能です。

・リブート方式のコピー
⇨ 2-8 ページ
　コンピューターを再起動してから Windows が起
動する前の状態でコピーを行う方式です。
　この方式ではディスクの全セクターをコピーする
ことができますので、エラーがあるハードディスク
であっても「ディスクの全セクタをコピーする」を
選択することでコピーができる場合があります。
　また、他のアプリケーションの影響を受けにくい
ので、EWF 方式のコピーができない場合でもリブ
ート方式ではコピーできることがあります。

・製品 CD で起動してドライブをコピー
⇨ 2-17 ページ
　製品 CD がブータブル CD となっていますので、
製品 CD からコンピューターを起動してコピーを
行うことができます。
　Windows がインストールされているハードディ
スクにもコピーすることができます。

・ドライバデータベースの作成
⇨ 3-3 ページ
　ドライブのコピーを行ったハードディスクを別の
コンピューターに接続して起動するための、ドライ
バデータベースファイルを作成します。
　別のコンピューターに接続して起動できないよう
な場合に、あらかじめ作成したドライバデータベー
スの中から適切なドライバを読み込み、Windows
を起動することができるようになります。

・環境修復ツール
⇨ 3-5 ページ
　「ハードウェアデータベースの作成」で作成した
ドライバデータベースファイルを、コピーしたハー
ドディスクの Windows に適用するためのツールで
す。

コピーに使用する機器について

HD 革 命 /CopyDrive で 内 蔵 の IDE や
SATA 接続のハードディスクをコピーする

場合、内蔵として直接２台を接続するほかに、外付け
USB 接続のハードディスクとして変換するためのケー
スやケーブルを使用することもできます。このような機
器を使用する際、アドバンスド・フォーマット・テクノ
ロジー（AFT）のハードディスクで１セクターのバイ
ト数が 4K（4096）バイトとして認識されてしまうこ
とがあります。この現象は、株式会社タイムリーの変換
ケーブル（UD-500SA）などで確認されています。
　HD 革命 /CopyDrive では、１セクターのバイト数
が 4K として認識されるハードディスクにはコピーでき
ませんので、512 バイトとして認識される別の機器に
交換してコピーを行ってください。なお、お使いのハー
ドディスクにおける１セクターのバイト数の数値は、「ド
ライブ情報の取得」（4-6 ページ）で確認できます。

・スケジュールを設定してコピー
⇨ 2-13 ページ
　Windows の「タスク スケジューラ」にコピー
を開始する日時を設定してコピーする方法です。
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　EWF 方式では、Windows が起動したままの状態でコピーが行われます（Lite 版の場合はコピー方式を選
択できず、Windows 8/7/Vista では EWF 方式、Windows XP ではリブート方式でコピーされます）。

HD 革命 /CopyDrive の起動 コピー元ハードディスクの選択

コピー先ハードディスクの選択

　Ark ランチャーで「ハードディスクのコピー」
を選択します。

　コピー先のハードディスクを選択し、「コピース
タート」ボタンをクリックします。

　コピー元とするハードディスクを選択します。

ドライブのコピー（EWF 方式のコピー）

1 2

3

❶クリック

❹クリック

別のコンピューターでハードディスクを使用
する

ドライブのコピーを行ったコンピューター
とは別のコンピューターで使用する場合は、コピーを始
める前にハードウェアのデータベースファイルを作成す
る必要があります。3-3 ページの操作でデータベースフ
ァイルを作成した後にドライブのコピーを行ってくださ
い（Lite 版にはこの機能はありません）。

❷コピー元にするハードディスクをクリック

❸コピー先とするハードディスクをクリック
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MBR ディスクと GPT ディスク

MBR ディスクは、Windows XP 以前の OS で使用されていたパーティションタイプで、４つのプライマリ（基本）
パーティションを作成できます。基本パーティションの１つを拡張パーティションとして、その中に論理パーティ

ションを作成することで５つ以上のパーティションを作成することが可能です。使用可能なサイズは最大 2TB（テラバイト）
までとなり、2TB 以上のハードディスクを接続した場合は、2TB を超えた部分は使用できない状態となります。 

　GPT ディスクは、大容量サイズのハードディスクにも対応した新しいパーティションタイプで、最大 128 個のプライマリ
パーティションを作成することができます。Windows Vista 以降の OS であれば標準で使用することができますが、GPT
ディスクにしてしまうと Windows XP 32bit 版などの GPT ディスクに対応していない OS では使用できなくなりますので
注意が必要です。MBR と異なり 2TB 以上も使用することができますので、3TB のハードディスクを１つのパーティション
として割り当てることも可能です。

MBR ディスクでは、2TB を超えた部分は使用できません。

2TB

オプションの設定

　コピーのオプションを選択します。
　Windows XP にインストールして使用する場合
は「HD 革命 /CopyDrive Ver.4」がインストール
されますので、「オプションの設定」画面は表示さ
れません。「その他の設定」のオプションは、2-3
ページの「メイン画面」で設定できます。

4

MBR ディスク

GPT ディスク

コピー先ハードディスクのパーティションタイプを
変換できます。GPT ディスクに変換してコピーする
場合、コピー先のハードディスクから Windows を
起動するためには、必要な条件があります。詳細は
下記コラムを参照してください。

コピー時のオプションについては、各ページを参照
してください（Lite 版では表示されません）。
リブート方式のコピー→２-8 ページ
ディスクの全セクターをコピーする→２-10 ページ
スケジュールの設定をする→２-13 ページ

Point
　システムパーティションが含まれるハードディスクをコ
ピーして、コピー先ハードディスクから起動する場合は、
製品 CD でコンピューターを起動してコピー（2-17 ペー
ジ）を行ってください（コラム参照）。
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⑴ MBR ディスクから GPT ディスクへの変換
ーー GPT ディスクからの起動について

　GPT ディスクから Windows を起動するには、OS が Windows 8/7/Vista の 64bit 版で、かつ UEFI ブート可能なコン
ピューターが必要です。例えば、Windows 8 32bit 版の MBR ディスクを GPT ディスクに変換してコピーを行っても、起
動する条件を満たしていないためコピーしたハードディスクから Windows を起動できません。GPT ディスクを起動ディス
クとする場合は、お使いの環境が対応しているかどうかを確認してください。
ーーシステムパーティションをコピーする場合の注意事項
　システムパーティション（Windows が起動しているパーティション）が含まれるハードディスクを MBR ディスクから
GPT ディスクに変換してコピーする場合は、Windows 上で行うのではなく、「HD 革命 /CopyDrive」の製品 CD（Windows 
PE）を UEFI ブートして行ってください。Windows 上でもコピー自体はできますが、GPT ディスクからの起動に必要なフ
ァイルが MBR ディスクにはないのでコピーがされず、コピー先のハードディスクから起動することはできません。
　また、コピー先ハードディスクから起動するには、コンピューターの UEFI 起動メニューで「Windows Boot Manager」
と表示されたディスクを起動ディスクとして選択してください。
　UEFI ブートの方法は、コンピューターにより異なります。コンピューターメーカーの Web サイトやマニュアルで起動方
法を確認してください。
ーーパーティション構成について
　システムパーティションを含む MBR ディスクの環境を GPT ディスクに変換してコピーする場合は、コピー先ハードディ
スクのパーティションは次のように変換されます。

・拡張パーティションの中の論理ドライブは、プライマリ（基本）パーティションとなります。
・Windows 8/7 の「システムで予約済み」と表示された領域（メーカー製のコンピューターではこれに相当する領域）は、
「回復パーティション」となります。ただし、OS の起動に関係していないため、除外してコピーすることができます。

・隠しパーティションは、GPT の隠し属性が設定されてドライブレター無しのパーティションとして認識されます。
・システムパーティションの前に「EFI システムパーティション」と「MSR（Microsoft システム予約パーティション）」

が作成されます。

パーティションタイプを変換するコピーについて

⑵ GPT ディスクから MBR ディスクへの変換
ーーパーティションの構成について
　システムパーティションを含む GPT ディスクの環境を MBR ディスクに変換してコピーする場合は、コピー先ハードディ
スクのパーティションは次のように変換されます。

・４番目以降のプライマリ（基本）パーティションは、拡張パーティションの中の論理ドライブとなります。
・「回復パーティション」はそのままコピーされます。ただし、OS の起動に関係していないため、除外してコピーするこ

とができます。
・システムパーティションの前に「システムで予約済み」領域が作成されます。「回復パーティション」をコピーする場合は、

その後ろに作成されます。
・「EFI システムパーティション」と「MSR（Microsoft システム予約パーティション）」は削除されます。
・２TB を超えるハードディスクをコピー先に選択した場合，使用できる容量は 2TB までとなります。
・GPT の隠しパーティションは、GPT の隠し属性が解除されてコピーされます。

Point
　Windows の「ディスクの管
理」画面では、「MSR」は表示
されませんが、領域として存在
しています。

GPT ディスクの先頭にある「回復パーティション」は Windows 8 をインストールすると作成されます。
メーカー製コンピューターやインストールした環境によっては、Windows 8 であっても存在しないことがあります。

コピー元
GPT ディスク

コピー先
MBR ディスク

コピー元
MBR ディスク

コピー先
GPT ディスク
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隠しパーティションが移動できる場合

コピー元ハードディスクの最後尾にリカバ
リーデータ

などが保存された隠し
パーティションがある
ケースでは、コピー先
ハードディスクの最後
尾に移動できる場合が
あります。移動できる
ときは、画面下にコピ
ー方法の選択が表示さ
れます。

　「隠しパーティショ
ンをディスクの最後に
コピーする」を選択し
た場合は、「コピー先
にサイズを合わせる」
が選択可能となります。
ただし、この方法でコ
ピーすると、リカバリ
ーができなくなる可能
性がありますので注意
してください。

　チェックディスクを行うかどうかを選択します。

　コピーを開始します。

❻「開始」…コピーする前にチェックディスクを行います。
　「キャンセル」…チェックディスクを行わずに先に進 

みます。

チェックディスクの確認

コピーの開始

6

7

　チェックディスクは、必ずしも必要では
ありません。チェックディスクの動作につ
いては、1-7 ページを参照してください。

❼クリック

コピー内容の確認

　パーティションの選択とサイズの変更を行うこと
ができます（2-11 ページ参照）。

5

パーティションのサイズが、コピー先
ハードディスクに合わせて拡大します。

（2-12 ページ参照）

チェックすると、終了後にコンピューター
が自動的にシャットダウンします。

❺クリック



2 - 7

　コピー中は進行状況が表示されます。

コピーの実行8

　「キャンセル」をクリックするとコピー
を中断できますが、コピー先ハードディス
クを元の状態に戻すことはできません。

　コピー後はコンピューターを再起動します。

　コピー前に「コピー終了後にシャットダウンする」に
チェックしている場合、コピー終了後に次の画面が表
示され、30 秒後にコンピューターがシャットダウンしま
す。

コピーの終了9

❽クリック

Point
　コピー先のハードディスクが空でない場合、パーティシ
ョンを消去してからコピーが行われます。

　「はい」をクリックするとコピー先ハードディス
クの内容がすべて消去されます。元に戻すことはで
きませんので、間違いがないかよく確認してくださ
い。

コピー先を消去してもよい場合
「はい」をクリック

コピー先ハードディスクの表示について

HD 革命 /CopyDrive で Windows 8/7 が
インストールされた MBR ディスクのコピー

を行うと、コピー先ハードディスクの「システムで予約
済み」領域も「コンピューター」画面に表示されます。「シ
ステムで予約済み」領域は、Windows の起動に必要な
ドライブとなりますので、削除しないようにしてくださ
い。
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HD 革命 /CopyDrive の起動

コピー先ハードディスクの選択

　Ark ランチャーで「ハードディスクのコピー」
を選択します。

　コピー先のハードディスクを選択し、「コピース
タート」ボタンをクリックします。

ドライブのコピー（リブート方式のコピー）

1

3

❶クリック

❸コピー先とするハードディスクをクリック

コピー元ハードディスクの選択

　コピー元とするハードディスクを選択します。

2

❷コピー元にするハードディスクをクリック

　リブート方式では、コピーの実行前に Windows が再起動します。再起動後、Windows が起動する前の状
態がハードディスクにコピーされます（Lite 版の場合はコピー方式を選択できず、Windows 8/7/Vista では
EWF 方式、Windows XP ではリブート方式でコピーされます）。

別のコンピューターでハードディスクを使用
する

ドライブのコピーを行ったコンピューター
とは別のコンピューターで使用する場合は、コピーを始
める前にハードウェアのデータベースファイルを作成す
る必要があります。3-3 ページの操作でデータベースフ
ァイルを作成した後にドライブのコピーを行ってくださ
い（Lite 版にはこの機能はありません）。

❹クリック
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リブート方式の選択

　コピー方式として、「リブート方式」を選択しま
す（Windows XP の場合、2-8 ページの「メイン
画面」で選択）。
　パーティションタイプの設定につきましては、
2-5 ページを参照してください。

4

❺「リブート方式」を選択

コピー内容の確認

　コピーするパーティションの選択とサイズの変更
を行うことができます（2-11 ページ参照）。

5

　チェックディスクを行うかどうかを選択します。

　コピーを開始します。

❽「開始」…コピーする前にチェックディスクを行います。
　「キャンセル」…チェックディスクを行わずに先に進

　みます。

チェックディスクの確認

コピーの開始

6

7

　チェックディスクは、必ずしも必要では
ありません。
　チェックディスクの動作については、
1-7 ページを参照してください。

パーティションのサイズが、コピー先
ハードディスクに合わせて拡大します。

（2-12 ページ参照）

❼クリック

❾クリック

❻クリック
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　Windows の再起動後に、コピーをキャンセルす
るかどうかのメッセージが表示されます。

　ハードディスクのコピーが終了すると、次のメッ
セージが表示されます。
　何かキーを押すとコンピューターがシャットダウ
ンします。

　コピー中は進行状況が表示されます。

コピーの実行

コピーの終了

8

9

　リブート方式では、コピーの実行中には
キャンセルできせん。

　コンピューターによっては電源が切れな
い場合があります。そのときは手動で電源
を落としてください。

Point

Point

　コピー先のハードディスクが空でない場合、パーティシ
ョンを消去してからコピーが行われます。

　カウントが０になる前に何かキーを押すと、コピーをキ
ャンセルすることができます。

　「はい」をクリックするとコピー先ハードディスク
の内容がすべて消去されます。元に戻すことはでき
ませんので、間違いがないかよく確認してください。

コピー先を消去してもよい場合
「はい」をクリック

「ディスクの全セクタをコピーする」オプショ
ンについて

　HD 革命 /CopyDrive では、ファイルシ
ステムが NTFS、FAT32、exFAT の場合、通常は使用
領域（データがあるセクター）のみをコピーします。し
かし、「ディスクの全セクタをコピーする」のオプショ
ンを使用することで、他のファイルシステムと同様に、
NTFS、FAT32、exFAT であっても空き領域（データ
がないセクター）も含めてコピーすることができます。
　このオプションを使用するとコピーする領域が増える
ためにコピーに時間がかかることになり、通常は使用す
る必要はありません。
　Windows 以外の OS やエラーが発生しているハード
ディスクをコピーするときに使用してください。

空き領域使用領域

●通常のコピー

●全セクターコピー

空き領域

コピーされる領域

使用領域

コピーされません

空き領域もコピーされます
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　「コピー内容の確認」画面（EWF 方式：2-6 ページの 5、リブート方式：2-9 ページの 5）では、コピー
をしない（除外する）パーティションの選択と、コピー先パーティションのサイズ変更を行うことができます。

　「コピー元ハードディスク：」で、除外する（コ
ピーしない）パーティションをクリックして選択し
ます。

　「コピー先ハードディスク：」でパーティション
の先頭、または後方の仕切りを移動し、パーティシ
ョンのサイズ変更を行います。

パーティションの選択とサイズ変更

コピーをしないパーティションの選択 コピー先パーティションのサイズ変更

　リカバリーデータが保存されているよう
な隠し領域はサイズ変更できません。

　Windows 8/7 の MBR ディスク環境を
そのままコピーする場合、C ドライブの
前にある「システムで予約済み」領域を
除外すると、コピー先ハードディスクで
Windows が起動できません。特別な理由
がない限りは「システムで予約済み」領域
は除外しないでください。

「コピー元ハードディスク」でグレー表示
のパーティションは、「コピー先ハードディ
スク」には表示されません。

コピーをしない（除外する）パーテ
ィションをクリックするとグレー表
示となり、チェックがはずれます。

ドライブの仕切りを左右に移動することで、
パーティションのサイズ変更ができます。

Point
　ドライブの仕切りの上にマウスポインタを当てると、　
アイコンに変わります。この状態でマウスを左クリックし
たまま移動してください。
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　「コピー先にサイズを合わせる」にチェックを入
れることで、コピー先のハードディスクの大きさに
合わせて拡大コピーを行うことができます。

コピー先にサイズを合わせる

各パーティションのサイズは自動的に
割り当てられます。

コピー先ハードディスクが小さい場合のコピー

コピー先ハードディスクが小さい場合は、各パーティションを縮小してコピーが行われます。コピー先パーティシ
ョンのサイズは自動的に割り当てられますが、コピー先ハードディスクには、「既存の各パーティションの使用量

+300MB」以上の空き容量が必要です（下の例を参照）。

NTFS　20GB FAT32　15GB
隠しパーティション

5GB

NTFS　10.3GB

300MB（0.3GB） 300MB（0.3GB）

FAT32
5.3GB

隠しパーティション
5GB

空き容量：10GB使用容量：10GB 空き容量
10GB

合計
40GB

合計
20.6GB

使用容量
5GB

使用容量：10GB 使用容量
5GB

●コピー元

●コピー先

各パーティションごとに、使用容量
+300MB（0.3GB）の容量がコピ
ー先ハードディスクに必要です。
この例では、コピー先に最低 20.6GB
以上の空き容量が必要となります。
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HD 革命 /CopyDrive の起動 オプションの設定

コピー元ハードディスクの選択

コピー内容の確認

　Ark ランチャーで「ハードディスクのコピー」
を選択します。

　Windows の「タスク スケジューラ」を利用してスケジュールコピーを行います。

　「スケジュールの設定をする」にチェックを入れ
ます（Windows XP の場合、「メイン画面」でチ
ェック）。パーティションタイプの設定につきまし
ては、2-5 ページを参照してください。

　コピー元とコピー先のハードディスクを選択して、
「コピースタート」をクリックします。

　パーティションの選択とサイズの変更を行うこと
ができます（2-11 ページ参照）。

スケジュールを設定してコピー

1

2

3

4❷コピー元にするハードディスクをクリック

❸コピー先とするハードディスクをクリック

❶クリック

❻クリック

❹クリック

❼クリック

❺「スケジュールの設定をする」
にチェック

（Lite 版は非対応）
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スケジュールの種類を選択 スケジュールの設定

　日単位、月単位などのスケジュールの種類とタス
ク名を設定します。

　タスクに登録したスケジュールを開始する時間な
ど、選択したスケジュールごとに設定します（スケ
ジュールの種類により画面が異なります）。

「日単位」の設定画面

「月単位」の設定画面

「週単位」の設定画面

5 6

❽タスク名を入力

❾スケジュールの種類を選択

�クリック

スケジュールの確認と削除を行う
ことができます（下のコラム参照）。

Point
　HD 革命 /CopyDrive でスケジュールを設定すると、
Windows の「タスク スケジューラ」に登録されます。
このスケジュールは、「登録されているスケジュールを確
認」をクリックすることで、確認と削除を行うことができ
ます。

❶スケジュールを選択

❷削除する場合はクリック
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　いずれの場合も、設定後「次へ」をクリックします。

「１回だけ実行」の設定画面

パスワードの設定

初回コピーの確認

　パスワードの設定を行います。

　初回のコピーをすぐに実行するかどうかを選択し
ます。

7

9

ユーザー名は自動で入力されます
（変更の必要はありません）

　パスワードを設定せずに Windows にロ
グオンしている場合、設定の最後で「スケ
ジュールの登録に失敗しました」というエ
ラーメッセージが表示され、スケジュール
の設定ができません。
　また、パスワードが間違っている（ログオ
ン時のパスワードと異なる）とスケジュール
が実行できませんので注意してください。

コピーの開始8

⓫Windows にログオンする
ときのパスワードを入力    

⓬クリック

⓮「いいえ」をクリックすると、
スケジュール設定が終了

⓭クリック
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スケジュールコピーの実行
スケジュールコピーの終了

　スケジュールの開始時刻になると、下の画面が
30 秒間表示された後、コピーが始まります。

　コピー中は進行状況が表示されます。

10
11

　「キャンセル」をクリックするとコピー
を中断できますが、コピー先ハードディス
クを元の状態に戻すことはできません。

　スケジュールコピーでは、コピー先が空
でない場合でも消去の確認画面が表示され
ません。

⓯スケジュールコピーをやめたいときに
「キャンセル」をクリック

　コピー後はコンピューターを再起動します。

⓰クリック

　コピー前に「コピー終了後にシャットダウンする」に
チェックしている場合、コピー終了後に次の画面が表
示され、30 秒後にコンピューターがシャットダウンしま
す。

Point
　コピー先のハードディスクが空でない場合、パーティシ
ョンを消去してからコピーが行われます。

　「はい」をクリックするとコピー先ハードディスク
の内容がすべて消去されます。元に戻すことはでき
ませんので、間違いがないかよく確認してください。

コピー先を消去してもよい場合
「はい」をクリック



2 - 17

製品 CD でコンピューターを起動 コピー元ハードディスクの選択

HD革命/CopyDriveの起動

コピー前の準備（必要な場合）

コピー先ハードディスクの選択

　1-5 ページの手順でコンピューターを起動します。

　Ark ランチャーで「ハードディスクのコピー」を
選択します。

　ハードディスクを認識するために RAID や SATA、
USB3.0 などのドライバが必要な場合は、Ark ラン
チャーで「便利ツール」→「デバイスドライバのイ
ンストール」を選択し、コピー前にドライバを追加
します（コピー元、コピー先ハードディスクが認識
できる場合は不要）。

　コピー先のハードディスクを選択し、「コピース
タート」ボタンをクリックします。

　コピー元とするハードディスクを選択します。

製品 CD で起動してドライブをコピー

1 4

3

2

5

❷コピー元にするハードディスクをクリック

❹クリック

❸コピー先とするハードディスクをクリック

　CD から起動の場合、現在 Windows が
インストールされているハードディスクに
もコピーできますが、「ハードディスク 0」
であるとは限りません。コピー先ハードデ
ィスクをよく確認してください。

❶クリック

　HD革命/CopyDriveの製品CDでコンピューターを起動し、ハードディスクのコピーを行うことができます。
基本的な操作方法はWindowsにインストールしたHD革命/CopyDriveと同様です。

Point
　MBR ディスクから GPT ディスクに変換してコピーす
る場合は、製品 CD（Windows PE）を UEFI モードで
起動してください。UEFI モードで起動する場合は、OS
の選択画面は表示されません。

（Lite 版は非対応）
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コピー内容の確認

　チェックディスクを行うかどうかを選択します。

　コピーを開始します。

　コピーするパーティションの選択とサイズの変更
を行うことができます（2-11 ページ参照）。

7

❻クリック

チェックディスクの確認

コピーの開始

8

9

　チェックディスクは、必ずしも必要では
ありません。チェックディスクの動作につ
いては、1-7 ページを参照してください。

❽クリック

❼「開始」…コピーする前にチェックディスクを行います。
　「キャンセル」…チェックディスクを行わずに先に進

　みます。

オプションの設定

　コピーのオプションを選択します。パーティショ
ンタイプの変換については、2-5 ページを参照して
ください。

6

❺クリック
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　コピー終了後、コンピューターを再起動します。

コピーの終了11

❾クリック

Point
　コピー先のハードディスクが空でない場合、パーティシ
ョンを消去してからコピーが行われます。

　「はい」をクリックするとコピー先ハードディスク
の内容がすべて消去されます。元に戻すことはでき
ませんので、間違いがないかよく確認してください。

コピー先を消去してもよい場合
「はい」をクリック

　コピー中は進行状況が表示されます。

コピーの実行

　「キャンセル」をクリックするとコピー
を中断できますが、コピー先ハードディス
クを元の状態に戻すことはできません。

10
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どこでも起動

　コピーしたハードディスクを別のコンピュ

ーターに接続して起動する機能・操作を「ど

こでも起動」といいます。

　ここでは、「どこでも起動」を行う一連の操

作を説明しています。

　なお、CD 起動版、Lite 版では「どこでも

起動」を行うことはできません。
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「どこでも起動」の概要

データベースに登録されるドライバ

「どこでも起動」を行う手順

「どこでも起動」を行う際の注意事項

　「どこでも起動」を行うには、ドライブのコピー
を行う前にデバイスドライバのデータベースファイ
ルを作成します。その後ドライブのコピーを行いま
す。
　コピーしたハードディスクを別のコンピューター
に接続して起動した際に必要なドライバが不足して
Windows が起動できない場合、製品 CD からコン
ピューターを起動して環境修復ツールを利用します。
あらかじめ作成したデータベースファイルから必要
なドライバを読み込むことで、Windows を起動で
きるようにします。
　なお、データベースファイルの作成に必要なドラ
イバはメーカーサイトよりダウンロードしますので、
インターネットに接続できる環境が必要です。

　データベースファイルには以下のドライバが標準
で登録されます。
　これ以外のサードパーティー製の「ハードディス
クドライバ」と「ネットワークドライバ」を追加登
録することもできます。
・ハードディスクドライバ

Intel： ICH7 ～ ICH10 の SATA ACHI/RAID
　　　 ICH6 の一部（ESB2 SATA AHCI/RAID）

AMD： SB7xx、SB8xx
nVidia： MCP61/68、MCP72/78

・ネットワークドライバ
　Intel
　RealTek
　Atheros

　HD 革命 /CopyDrive では、以下の手順で「ど
こでも起動」を行います。
①ドライバのデータベースファイルを作成します。
②ハードディスクのコピーを行います。
③別のコンピューターで、②でコピーしたハードデ

ィスクを接続します。
④別のコンピューターで Windows が正常に起動で

きない場合は、「HD 革命 /CopyDrive」の製品
CD から起動し、「環境修復ツール」で修復を行
います。

　コピーしたハードディスクを別のコンピューター接
続して Windows を起動した場合は、Windows の
ライセンスを再認証する必要があります。
　コピー元のコンピューター環境と、コピーしたハ
ードディスクを接続したコンピューター環境が大き
く異なる場合や、インストールされていたアプリケ
ーションなどによっては、別のコンピューターに接
続したハードディスクから起動できない場合があり
ます。すべての環境における動作保証はできません
のでご了承ください。

どこでも起動
　「どこでも起動」とは、ドライブのコピーを行ったコンピューターとは別のコンピューターで起動を行う一
連の操作の総称です。どこでも起動を行うには、コピーを行う前と別のコンピューターでの起動時にいくつか
の作業が必要です。
　なお、CD 起動版、Lite 版では「どこでも起動」を行うことはできません。

Point
　Windows が正常に起動する場合は、製品 CD で起動し
て「環境修復ツール」を使用する必要はありません。

（Lite 版は非対応）
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「ドライバデータベースの作成」の選択

デバイスドライバの選択

ダウンロードの開始

データベースファイル作成の確認

1

3

4

2

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「ドライバ
データベースの作成」を選択します。

　デバイスドライバの製造元を選択します。製造元
がわからない場合はすべて選択してください。

　デバイスドライバのダウンロードが始まります。

　データベースファイルが存在しない場合は、次の
メッセージが表示されます。

ドライバデータベースの作成とコピーの実行
　どこでも起動を行うには、コピーを行う前にハードウェアのデータベースファイルを作成します。

❶クリック
❷クリック

❸クリック

❺クリック

❹選択

　ダウンロードする時間帯によっては、ダウン
ロード完了までに時間がかかる場合がありま
す。

データベース作成の完了と確認5
　データベースファイルの作成が完了すると、メッ
セージが表示されます。続いて、バックアップを行
ってください。

❻クリック

　登録されたドライバは一覧で確認できます。

（Lite 版は非対応）
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標準データベースにないドライバを追加する

標準データベースにないサードパーティー製のドライバを手動にて追加登録することができます。ただし、追加で
きるドライバはハードディスク用のドライバのみとなります。その他のドライバは追加できません。また、ドライ

バによっては正しく追加できないものがあります。
　ドライバは通常ハードウェアに添付されていますが、ハードウェアメーカーの Web サイトからのダウンロードが必要な場
合もあります。詳しくはハードウェアメーカーの Web サイトをご覧になるか、ハードウェアメーカーにお問い合わせください。

　ドライバの一覧画面で、「操作」メニューから「デバイ
スドライバを追加」を選択します。

　セットアップ情報ファイルの一覧が表示されますので、
デバイスを選択します。

　選択したドライバが一覧に追加されます。

　「参照」をクリックし、ドライバ情報ファイル（inf ファ
イル）を選択します。情報ファイル（.inf）とドライバ本
体（.sys）は、同じフォルダーにおいてください。

❶クリック

❹クリック❸ OS を選択

❷クリックして inf ファイルを選択

❺クリック

Point
　OS の再インストールなどによってファイルが削除され
ない限り、再作成の必要はありません（再作成は「操作」
→「標準のデータベースファイルを作成する」を選択して
行うことができます）。

ドライブのコピーを実行6
　コピー先のハードディスクを接続し、ドライブの
コピーを行います。
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製品 CD でコンピューターを起動

環境修復ツールを選択

ディスクと OS の選択ハードディスクを接続

　コピーしたハードディスクを別のコンピューター
に接続します。

　製品 CD をドライブに挿入した状態でコンピュー
ターを起動します（1-5 ページ）。

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「環境修復
ツール」を選択します。

　復元した OS がインストールされているハード
ディスクとパーティションを選択します。

環境修復ツール

1

2

3

4

　コピーしたハードディスクを別のコンピューターに接続して Windows を起動した際、OS の起動に必要な
ドライバが不足して起動できない場合、HD 革命 /CopyDrive の製品 CD から起動し、環境修復ツールでド
ライバをインストール（追加）することができます。

❶クリック ❷クリック

ドライバの登録

　作成したデータベースファイル（SDB ファイル）
を指定するか、Windows の起動に必要なハードウ
ェアのドライバ情報ファイル（inf ファイル）を選
択します。

5

❺クリック

❸ハードディスクを選択

❹ OS がインストールされて
いるパーティションを選択

ドライバ情報ファイル（inf ファイル）を
使用する場合はクリックして追加します

❻クリック

（Lite 版は非対応）
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　HD 革命 /CopyDrive のインストールフォル
ダー（＊：¥Program Files¥ARK Information 
Systems Inc¥CopyDrive5¥）の「hdcBootRepair.
sdb」ファイルを指定します。

❼選択

❽クリック

❾クリック

コンピューターの再起動

　コンピューターを再起動し、OS が起動できるか
を確認します。

6

　ドライバ情報ファイル（inf ファイル）を
使用する場合は、起動する OS 用のドライ
バをインストールしてください。
　例えば、システムパーティションのコ
ピーを行った OS が Windows 8 だった場
合、Windows XP用のドライバをインストー
ルしても OS を起動することができません。
ドライバは通常ハードウェアに添付されて
いますが、ハードウェアメーカーの Web サ
イトからのダウンロードが必要な場合もあ
ります。
　詳しくはハードウェアメーカーの Web サ
イトをご覧になるか、ハードウェアメーカー
にお問い合わせください。

�クリック
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便利ツール

　この章では、HD 革命 /CopyDrive をより

便利に使用していただくための各種ツールの

使い方について説明しています。
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ツールの選択

ドライブの選択

書き込みの開始

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「起動 CD
の作成」を選択します。

起動CDの作成

1

2

3

　「起動 CD 作成ツール」は、HD 革命 /
CopyDrive のアップデートが行われた場
合に製品 CD の代わりとなる起動 CD を
作成するツールです。
　更新するデータがない場合は使用する必
要はありません。

　「製品 CD」の代わりとなる起動 CD を作成するツールです。

❶クリック

❷クリック

❹クリック

❺空の CD-R/RW メディアをドライブに
挿入してクリック

❸ドライブを選択

　使用するドライブを選択します。

　書き込みを開始します。

（Lite 版は非対応）
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書き込みの終了

書き込み中の画面

4

❻「完了」をクリック
　メディアへの書き込み中はキャンセルで
きません。書き込みエラー防止のため、書
き込み終了まで他のアプリケーションを動
作させないようにしてください。

　書き込み中は進行状況が表示されます。

　完了後はメディアを取り出し、保存してください。
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　S.M.A.R.T 情報取得ツールを使い、ハードディスクの健康状態を診断することができます。

S.M.A.R.T. 情報の取得

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「SMART
情報の取得」を選択します。

　メニューから、S.M.A.R.T. 情報のファイル出力、
温度グラフの表示、設定の変更などを行うことがで
きます。
　スタートアップに登録することもできます。

S.M.A.R.T. 情報の取得

1 2

❶クリック

❷クリック

　S.M.A.R.T. 情 報 を 取 得 で き る の は、
IDE、SATA 接続（ただし AHCI モード
で動作しているものを除く）のハードディ
スクです。
　USB や IEEE1394 接続のハードディス
クには対応していません。
　また、コンピューター環境やハードディ
スクによっては S.M.A.R.T. 情報を取得で
きない場合があります。

「SMART 情報の取得」を選択

S.M.A.R.T. 情報の取得ツールとは

S.M.A.R.T. 情報の取得ツールは、ハードデ
ィスクに搭載されている自己診断機能である

S.M.A.R.T.（Self-Monitoring, Analysis and Reporting 
Technology）の技術を利用して、ハードディスクの健康
状態を診断するためのソフトウェアです。
　S.M.A.R.T. 情報の取得ツールでは以下のことを行うこ
とができます。
① S.M.A.R.T. データ（属性値）の取得と表示
②ハードディスクの温度の表示／監視
③取得したデータを元に、ハードディスクの健康状態の
　表示／監視
　ハードディスクの健康状態から、コピーやバックアッ
プ、ハードディスクの交換などを行う目安とすることが
できます。

❸ S.M.A.R.T. 情報を取得し
たいハードディスクを選択

❹メニューから処理を選択

（Lite 版は非対応）
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S.M.A.R.T. 情報取得ツールの終了

　S.M.A.R.T. 情報の取得ツールは、起動すると常
駐してタスクトレイにアイコンが表示されます。
　終了するには、タスクトレイのアイコンを右クリ
ックして表示されるメニューから「アプリケーショ
ンの終了」を選択してください。

4

S.M.A.R.T. 情報の出力・設定

● S.M.A.R.T. 情報をファイルに出力

●評価に関する設定

●自動更新の設定

●温度グラフ

3

ファイル名を変更する場合に入力

警告する温度の設定

更新間隔を１分単位で指定

温度および健康状態が警告値に達したときに、メ
ッセージを表示し、指定したプログラムを実行す
ることが可能（「参照」でプログラムを指定）

チェックすると、ハードディスクメーカ
ー独自の情報の取得・表示がされません
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ツールの選択 ドライブ情報の取得1 2
　Ark ランチャーで「便利ツール」→「ドライブ
情報の取得」を選択します。

ドライブ情報の取得

Point
　「ツール」メニューを開き、Windows の起動にかか
わる情報（GUID、MBR）を操作することができます。
Windows の状態に問題がないときは使用しないでくださ
い。

❸情報を表示させたいディスクを選択

❹ドライブ情報をテキストファイル
として書き出すときクリック

　コンピューターに接続されているハードディスクドライブの情報を取得し、表示することができます。

❶クリック

❷クリック



4 - 7

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「コンピュ
ーター情報の取得」を選択します。

コンピューター情報の取得

❸各タブをクリックして、コンピューターの情報やインス
　トールされているアプリケーションなどの情報を表示

❹表示中のウィンドウの
スクリーンショットを
とるときにクリック

❺コンピューター情報をテ
キストファイルとして書
き出すときクリック

「革命シリーズ」タブ 「スタートメニュー」タブ 「ツール」タブ

「コンピューターの情報」タブ 「アプリケーション」タブ 「サービス／ドライバ」タブ

ツールの選択 コンピューター情報の取得1 2

Point
　「 イ ン ス ト ー ル 」 タ ブ で チ ェ ッ ク し た メ ニ ュ ー を
Windows のデスクトップに作成することができます。「ツ
ール」タブで「ディスクの管理」「タスクスケジューラ」
ほかの Windows の機能を呼び出すことができます。

　コンピューターに関する情報を取得し、表示することができます。

❶クリック

❷クリック
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メディアの消去が終了します。

「RW メディアの消去」を選択

ドライブを選択

消去方法を選択

メディアを挿入

1

3

4

2

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「RW メデ
ィアの消去」を選択します。

　消去するメディアを挿入したドライブを選択します。

　消去方法を選択します。

　消去するメディアをドライブに挿入します。

CD/DVD/BD メディアを消去する
　起動 CD の作成時に CD-RW、DVD±RW、BD-RE メディアを使用することができますが、使用する前に
メディアの消去を行う必要があります（CD-R、DVD±R、BD-R メディアの場合は消去の必要はありません）。

❺選択

消去の実行

操作の確認

5

6

　消去中は進行状況が表示されます。完全消去の場
合は完了までに時間がかかります。

　消去終了後は、メディアがイジェクトされます。
続けて別のメディアを消去することができます。

4 に戻り、別のメディアを消去できます。

❶クリック

Point
RW メディアの消去方法
・メディアを完全消去する
　　メディア全体を完全に消去します。メディア全体を消
　　去するため時間がかかります。
・メディアを高速消去する
　　メディアのトラック情報を消去することにより高速に
　　消去します

❻クリック

❷クリック

❸選択❹クリック

（Lite 版は非対応）
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「起動用 USB メモリーの作成」を選択

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「起動用
USB メモリーの作成」を選択します。

起動用 USB メモリーの作成（Windows 8/7/Vista）
　Ark ランチャーまたはセットアップメニューから、ディスクをコピーするための起動用 USB メモリーを作
成できます。

ドライブの選択

作成の確認

2

3

1
　製品 CD を挿入したドライブと USB メモリーを
選択します。

　起動用 USB メモリーの作成を開始します。

❶クリック ❷クリック

❺クリック

❸ドライブを選択

❹ USB メモリーを選択

Point
　起動用 USB メモリーは製品 CD のセットアップメニュ
ーからも作成できます。

Point
　USB メモリー中のデータは削除されます。元に戻すこ
とはできませんので、必要なデータが残っていないか確認
してから作成を開始してください。

Point
　USB メモリーを後から接続した場合は、「最新の状態
に更新」をクリックします。

クリック ❻クリック

（Lite 版は非対応）
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　起動用 USB メモリーの作成が始まります。この
作業には時間がかかる場合がありますので、完了す
るまで USB メモリーを取り外さないでください。

　作成が完了するとメッセージが表示されます。

❼クリック

作成開始 作成の完了4 5

USB メモリーについて

フラッシュメモリーを使用したデータ記録
用の補助記憶装置のことをいます。

　「起動用 USB メモリーの作成」では、USB コネクタ
と記憶媒体のフラッシュメモリーが一体になっている一
般的な形状の USB メモリーの使用を想定していますが、
カードリーダーを使用することで SD メディアカードや
コンパクトフラッシュ、メモリースティックなどのメデ
ィアも使用することができます。
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ディスククローンツールを起動 クローンモードを選択1 2
　Ark ランチャーで「便利ツール」→「ディスク
クローンツール」を選択します。

　ディスクからディスクへのクローンを行うか、イ
メージファイルを作成してクローンを行うか（イメ
ージファイルが作成済みの場合はイメージファイル
からディスクへ）のいずれかを選択します。

ディスククローンツール
　ディスククローンツールは、まったく同じ状態のハードディスクを複製するための管理者向けツールです。
HD 革命 /CopyDrive のコピーとは異なり、ディスクの ID を含めた全セクターをコピーしますので、クロー
ンを行ったハードディスクの取り扱いには注意が必要です。
　コピー元より大きなハードディスクにコピーする場合、また、小さな SSD などにコピーする場合など、環
境を移行するためのコピーを行いたいときは 2-3 ページの操作で通常のコピーを行ってください。

・クローン終了後は、必ず一度コンピューターの電源を切ってください（Windows PE の場合は再起動しないように注意して
ください）。電源が切れたことを確認し、クローン先のディスクを取り外してください。クローン元とクローン先で同じ ID
をもったディスクが 2 台接続された状態で Windows を起動してしまうと、次回の起動時から Windows が正常に起動でき
なくなります。また、クローン先ハードディスクから起動した後も、クローン元としたディスクは接続しないようにしてくだ
さい。

・ディスクのクローンは、ハードディスクのすべてのセクターをコピーしますので、HD 革命 /CopyDrive の通常コピーを行
う場合よりも多くの時間がかかります。

・イメージファイルを作成する場合は、クローン元とは別のハードディスクにクローン元ディスクサイズ以上の空き領域が必要
です（例：3TB のディスクでは 3TB のイメージファイルを作成します）。

・Windows が起動しているハードディスクのクローンを行う場合、Windows が使用中のファイルにおいては正常にクローン
が作成できない可能性があり、この場合はクローン先のハードディスクから Windows が起動できないことがあります。その
ため、Windows が起動しているハードディスクのクローンは、製品 CD でコンピューターを起動して行ってください。

重 要 はじめにお読みください

❶クリック

❸クリック

❷クリック

（Windows XP で使用する場合および Lite 版は非対応）
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❹クローン元ディスクを選択

❹クローン元ディスクを選択

❹クローン先ディスクを選択

❺クローン先ディスクを選択

❺クリックしてイメージファイル（DSK
ファイル）の保存先を指定

❺クリックしてイメージファイル
（DSK ファイル）を指定

クローン元とクローン先を選択

クローンの開始

3

4

　クローン元ディスクとクローン先ディスクを選択
します。

　クローン元ディスクを選択し、イメージファイル
（DSK ファイル）の保存先としてクローン元とは別
のディスクを指定します。

　作成したイメージファイル（DSK ファイル）を
選択し、クローン先とするディスクを指定します。

　「クローン開始」をクリックします。

下の画面は「ディスクからイメージファイルへクローン」のとき。
他の場合も同様に「クローン開始」をクリック。

●ディスクからイメージファイルへクローンの場合

●イメージファイルからディスクへクローンの場合

●ディスクからディスクへクローンの場合

Point
　ファイル名の初期値は、クローン元ディスクの型番にな
っています。

❻クリック
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クローンの実行

クローンの完了

5

6

　クローン中は進行状況が表示されます。

　クローン完了後は次のメッセージが表示されます
ので「OK」をクリックします。

　「はい」をクリックするとクローンが開始します。

　クローン先のハードディスクが空でない
場合は、パーティションを消去してからク
ローンが行われます。元に戻すことはでき
ませんので、間違いがないかよく確認して
ください。

❼クリック

❽クリック

　クローンを行った後は、コンピューター
の電源を切ってクローン先のハードディス
クを取り外してください。



第 5 章

参考資料

　この章では、HD 革命 /CopyDrive をご利

用になる上で参考となる、ドライブの初期化

やパーティションに関連する Windows の使

用法について説明しています。
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　内蔵型ハードディスクには IDE（パラレル ATA
（PATA）ともいいます）や SATA、SCSI などい
くつかの規格が存在しますが、IDE または SATA
接続のハードディスクが一般的で、低価格で販売さ
れています。
　ケースに入った外付けハードディスクの多くは
USB や IEEE1394 接続ですが、ケースの中に入っ
ているハードディスクのほとんどが IDE または
SATA の内蔵型ハードディスクです。
　最近は大容量化が進み、TB（テラバイト）単位
の容量をもつものも登場しています。
　ここでは、HD 革命 /CopyDrive を使ってハー
ドディスクの交換を行う場合に使用すると想定され
る、IDE または SATA の内蔵型ハードディスクに
ついて説明します。

＊　　　　　＊
　ハードディスクには、デスクトップ用（3.5 イン
チ）とノート用（2.5 インチまたは 1.8 インチ）が
あります。
　また、SSD の高速化、低価格化に伴い、ハードディ
スクの代わりに SSD を使用するケースも増えてき
ましたが、形状や接続形式もハードディスクと互換
性があるため、そのまま接続することができるよう
になっています。

＊　　　　　＊
　IDE と SATA では、ケーブルとコネクタの形状
が異なります。
　IDE のケーブルにはハードディスクを接続するコ
ネクタが２つあり、マザーボードに接続するコネク
タから遠い方がマスター、手前がスレーブ用となっ
ています。最近はどちらのコネクタに接続しても動
作することが多いのであまり気にされませんが、古
いコンピューターではこの規則を守らなければハー
ドディスクが正しく認識されないことがあります。
　SATA のケーブルは、マザーボードとハードディ
スクを直接つなぐだけのシンプルなケーブルです。

＊　　　　　＊
　IDE のハードディスクには「ジャンパー」と呼ば
れるピンがあり、「マスター」「スレーブ」「ケーブ
ルセレクト」のいずれかに設定します。

　
　最近のコンピューターでは、ケーブルの接続位置

ハードディスクについて

マザーボード接続用マスター用 スレーブ用

IDE ハードディスク接続ケーブル

SATA ハードディスク接続ケーブル

ジャンパーピン

3.5 インチのデスクトップ
用ハードディスク

2.5 インチのノート
用ハードディスク

2.5 インチの
SSD
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に応じて自動的に「マスター」または「スレーブ」
として認識可能な「ケーブルセレクト」が有効なの
で、「ケーブルセレクト」に設定しておくと、後で必
ずしもジャンパーピンの設定を変更する必要はあり
ません。元から接続されているハードディスクの
ジャンパーピンがどの設定になっているかを確認し、
必要に応じて接続位置に合った設定に変更してくだ
さい。
　ジャンパ−ピンの設定方法はハードディスクの表
やコネクタの上などに記載されています。

　SATA のハードディスクにジャンパーピンはあ
りませんので、そのままマザーボードのコネクタに
接続します。

＊　　　　　＊
　ノート型コンピューターでハードディスクを交
換する場合は、交換用のハードディスクを外付け
の USB ケースに入れて外付けハードディスクとし、
コピーを行ってからハードディスクを交換すること
ができます（右図）。

ジャンパーピン設定方法の表示

①外付け USB ケースに入れて接続

②コピー後、ケースから取り出して内蔵ハードディスクと交換

アドバンスド・フォーマット・テクノロジー（AFT）のハードディスクについて

　2011 年頃からアドバンスド・フォーマット・テクノロジー（以下 AFT といいます）と呼ばれる SATA 接続の
ハードディスクが登場しました。AFT のハードディスクは、物理セクターのサイズを 512 バイトから 4096 バイ

トに大きくしたもので、容量や読み込み速度の部分で従来の仕様のハードディスクよりも優れています。
　現在販売されている AFT のハードディスクは、512 バイトエミュレーションが行われているため、現行のコンピューター、
OS で使用する場合でも互換が保たれており、Windows 8/7/Vista で最新のサービスパックが適用されていれば、特に AFT
かどうかを意識することなく使用することができます。
　Windows XP であっても AFT のハードディスクを使用すること自体は可能です。しかし、Windows の開始セクター
が 63 セクターとなる Windows XP では、物理セクターが 4096 バイトの AFT を使用すると、パーティションの開始位
置が物理セクターの境界からずれてしまうという問題が発生し、このずれが速度を低下させる原因となっています。なお、
Windows 8/7/Vista では、Windows の開始セクターが 2048 セクターから始まるため、物理セクターの境界とパーティシ
ョンの開始位置が一致するため、AFT の仕様における速度の低下は発生しません。
　HD 革命 /CopyDrive では、Windows XP で AFT のハードディスクへのコピーを行うことができますが、コピー先の
AFT のハードディスクにはコピー元と同じ状態でコピーされるため上記の問題が発生しますのでご注意ください。
　この問題を解決するためのアライメントツールが、ハードディスクメーカーやフリーソフトで提供されており、アライメン
トを行うことで速度低下を回避することができます。AFT の仕様やアライメントの方法については、詳しく説明されている
Web サイトなどをご覧ください。



5 - 4

　以下の操作は、3.5 インチハードディスクを
２台接続し、HD 革命 /CopyDrive を使用して、
Windows をインストールした起動ハードディスク
をコピーして入れ替える例です。ドライブコピーを行
うときは、第２章、第３章も合わせてご覧ください。
　ただし、一般的な場合の例なので詳しくはコン
ピューターのマニュアルや解説書をご覧いただくか、
ご利用いただいているコンピューターのメーカーに
お問い合わせください。

新しいハードディスクの接続

HD 革命 /CopyDrive の使用例①

1

新しいハードディスクの取り付け

SATA ハードディスクの例

IDE ハードディスクの例

IDE ハードディスクの場合はジャンパーピ
ンの状態を確認し、正しく設定してください。

Windows でハードディスクを確認2

ハードディスクが認識されないときは、一
度コンピューターの電源を落とし、ハード
ディスクに信号ケーブル、電源ケーブルと
もに正しく接続されているかを確認して
ください。また、コンピューターの BIOS
を起動して正しく認識されているかどうか
を確認してください。

HD 革命 /CopyDrive でコピー3
　HD 革命 /CopyDrive を起動し、「コピー元ハー
ドディスク」と「コピー先ハードディスク」を選択
して「コピースタート」をクリックします。

　電源をつなぎ、コンピューターを起動します。多
くのコンピューターでは自動的に新しいハードディ
スクを認識します。
　Windows が起動したら、「ディスクの管理」画
面で新しいハードディスクが Windows で正しく認
識されているかを確認します。

　コンピューターの電源を切った状態で（できれば
電源ケーブルを抜き）、コンピューターのケースを
開けます。このとき、現在の状態を確認し、元に戻
せるように覚えておいてください。
　ハードディスクには IDE と SATA があります。
ケーブルとコネクタの形状が異なりますので、ご使
用のハードディスクがどちらの種類なのかを確認し
てください。
　新しいハードディスクを取り付け、ケーブルと電
源を接続します。
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コピー内容の確認4

コピー開始5

古いハードディスクの取り外し6

IDE ハードディスクでケーブルセレクトに
設定してあった場合、環境によってはジャ
ンパーピンを古いハードディスクと同じよ
うに「マスター」に設定し直す必要があり
ます。

古いハードディスクの取り外し

SATA ハードディスクの例

IDE ハードディスクの例

　コピー終了後、Windows を起動するハードディ
スクを入れ替えるため、古いハードディスクを取り
外します。また、新しいハードディスクの接続を、
古いハードディスクの接続状態と同じ状態に変更し
てください。

　コピー中は進行状況が表示されます。

　コピーするパーティションを選択してサイズを変
更し、設定内容に間違いがないことを確認して「次
へ」をクリックします。

コピー先ハードディスクに合わせてパーティション
を拡大するときにクリック
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　コピー先ハードディスクのサイズを拡大せずにコ
ピーした場合、「未割り当て」の領域ができますが、

「ディスクの管理」画面で領域を作成してからフォー
マットすることで、利用することが可能となります。
また、ハードディスクのドライブ文字も「ディスク
の管理」画面から必要に応じて変更することができ
ます。

コンピューターを起動7
　コンピューターを起動すると、新しいハードディ
スクから Windows が起動します。
　ディスクの管理でハードディスクの状況を確認で
きます。
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　以下の操作は、ノート型コンピューターの内蔵ハ
ードディスクから外付けリムーバブルケースに入れ
たハードディスクにコピーし、コピー元とコピー先
のハードディスクを入れ替える例です。ドライブコ
ピーを行うときは、第２章および第３章も合わせて
ご覧ください。
　ただし一般的な場合の例なので、詳しくはコンピ
ューターのマニュアルや解説書をご覧いただくか、
ご利用いただいているコンピューターのメーカーに
お問い合わせください。

ハードディスクをリムーバブル
 ケースに取り付け

ハードディスクをコンピューター
 に取り付け

HD 革命 /CopyDrive の使用例②

1

2

ハードディスクが認識されないときは、一
度コンピューターの電源を落とし、ハード
ディスクに信号ケーブル、電源ケーブルと
もに正しく接続されているかを確認して
ください。また、コンピューターの BIOS
を起動して正しく認識されているかどうか
を確認してください。

バスパワー型のリムーバブルケースでは、
電源が不足することがあります。アダプタ
ーが付属している場合はアダプターを使用
するようにしてください。

　ハードディスクをリムーバブルケースに取り付け
ます。
　ハードディスクには IDE と SATA があります。
コネクタの形状が異なりますので、ご使用のハード
ディスクがどちらの種類なのかを確認してください。

　コンピューターの USB ポートに、リムーバブル
ケースを接続します。

Windows でハードディスクを確認3
　コンピューターを起動します。多くのコンピュー
ターでは自動的に新しいハードディスクを認識しま
す。
　Windows が起動したら、「ディスクの管理」画
面で新しいハードディスクが Windows で正しく認
識されているかを確認します。

HD 革命 /CopyDrive でコピー4
　HD 革命 /CopyDrive を起動し、「コピー元ハー
ドディスク」と「コピー先ハードディスク」を選択
して「コピースタート」をクリックします。
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　コピー先ハードディスクのサイズを拡大せずにコ
ピーした場合、「未割り当て」の領域ができますが、

「ディスクの管理」画面で領域を作成してからフォ
ーマットすることで、利用することが可能となりま
す。また、ハードディスクのドライブ文字も「ディ
スクの管理」画面から必要に応じて変更することが
できます。

コピー内容の確認5
　コピー元、コピー先の内容に間違いがないことを
確認し、「次へ」をクリックします。

コピー開始

リムーバブルケースの取り外し

ハードディスクの交換

6

7

8

　コピー中は進行状況が表示されます。

　コピー終了後、ハードディスクを入れ替えるため、
リムーバブルケースの接続を外し、ハードディスク
を取り出します。

　ノート型コンピューターからハードディスクを取
り外し、ケースから取り出したハードディスクを取
り付けます。

コンピューターを起動9
　コンピューターを起動すると、新しいハードディ
スクから Windows が起動します。
　ディスクの管理でハードディスクの状況を確認で
きます。



5 - 9

パーティションの作成

ディスクの初期化

　初期化したいハードディスクを接続し、Windows 
8/7/Vista を起動します。

● Windows 7/Vista の場合

● Windows 8 の場合

　初期化に続いて、「ディスクの管理」からパーテ
ィションを作成することができます。

ディスクの初期化とパーティションの作成（Windows 8/7/Vista）

1

2

❶「スタート」をクリックし、「コンピューター」を右クリック

❷「管理」をクリック

❷「新しいシンプルボリ
ューム」をクリック

❸「ディスクの管理」をクリック

❶「未割り当て」を右クリック

❻ディスクを選択

❹「初期化されていません」
の表示部を右クリック

❺表示されたメニューで「ディ
スクの初期化」をクリック

❼「OK」をクリックすると、初期化が開始

❷「コンピューターの
管理」をクリック

❶画面左下にマウスポインタ 
を移動し、「スタート」が表 
示されたらマウスを右クリ 
ック（左ではありません）
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作成されたパーティション

❹ドライブ文字を選択

❺選択

❻通常は「NTFS」「既定値」のまま
にして、ボリュームラベルを入力

❼クリックするとパーティション作成開始

　「フォーマット中」と表示されている間は、
パーティション操作はせずに、終了するまで
お待ちください。

Point
　サイズが 32GB 以上のときは「FAT32」は選択でき
ません。

「クイックフォーマットする」にチェックを入れると、フ
ォーマット時間を短縮できます。

❽「完了」をクリックして
　パーティション作成終了

　「新しいシンプル ボリューム ウィザード」が起
動します。

❸サイズを必要に応じて指定
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　初期化したいハードディスクを接続し、Windows 
XP を起動します。

　ハードディスクが初期化されていない場合、「ディ
スクの管理」を表示すると、次の「ディスクの初期
化と変換ウィザード」が開始します。

ディスクの初期化とパーティションの作成（Windows XP）

❶「スタート」をクリックし、「マイコンピュータ」を右クリック

❷「管理」をクリック

❺ディスクを選択せずに「次へ」をクリック
　（ダイナミックディスクに変換しない）

❸「ディスクの管理」をクリック

❹ディスクを選択（確認）して「次へ」をクリック

❻「完了」をクリックして初期化を終了

ディスクの初期化1

Point
　「ディスクの初期化と変換」ウィザードが表示されないと
き、「初期化されていません」と表示されている部分を右ク
リックします。
　表示されたメニューで

「ディスクの初期化」を
選択するとウィザードが
開始します。
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　初期化に続いて、「ディスクの管理」からパーテ
ィションを作成することができます。

　「新しいパーティション ウィザード」が起動します。

パーティションの作成2

Point
　サイズが 32GB 以上のときは「FAT32」は選択でき
ません。
　「クイックフォーマットする」にチェックを入れると、
フォーマット時間を短縮できます。

❸通常は「プライマリパーティション」を選択

❹「次へ」をクリック

❷「新しいパーティ
　ション」をクリック

❶「未割り当て」を右クリック

❺必要に応じてサイズ指定

❻ドライブ文字を選択

❼選択

❾「次へ」をクリックすると
　パーティション作成開始

❽通常は「NTFS」「既定値」のまま
にして、ボリュームラベルを入力
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作成されたパーティション�「完了」をクリックしてパーティション作成終了

「フォーマット中」と表示されている間は、
パーティション操作はせずに、終了するまで
お待ちください。



付　録

　用語の解説、ユーザーサポートに関連する

情報を掲載しています。



付 - 2

用語の解説

ATAPI
IDE に CD/DVD など、ハードディスク以外の機器
を接続するための規格。これにより、ハードディス
クと同じように接続することが可能となっている。
CD/DVD ドライブは、ATAPI 接続と呼ばれるこ
とが多い。

BIOS（Basic Input Output System ）

バイオスと読み、コンピューターの電源を入れると
一番最初に読み込まれるデバイスをコントロールす
るプログラム。OS は BIOS に命令を出しハードデ
ィスクなどのデバイスを制御する。

exFAT（Extended File Allocation Table）

主に USB メモリーなどのフラッシュメモリー向け
のファイルシステムで、FAT32 の短所を補った拡
張ファイルシステムとなっている。理論上の最大ボ
リュームサイズは 64ZB（ゼタバイト）。

FAT（File Allocation Table）

MS-DOS、Windows で 使 用 さ れ る フ ァ イ ル シ
ステム。ファイルの保存情報が記録されている。
FAT16 は最大 2GB までしか扱うことができない。
FAT32 は最大 2TB（テラバイト）まで扱うことが
できるが、Windows では 32GB までしか作成で
きない。

GPT ディスク
ディスクの管理方式の１つで、「GUID パーティシ
ョンテーブル」の頭文字をとって「GPT」と呼ぶ。
最大 18EB（エクサバイト）までボリュームを作成
でき、１台のディスクに最大 128 個のパーティシ
ョンを作成できる。従来のディスクは MBR（マス
ターブートレコード）ディスクと呼ぶ。

GUID
ディスクやパーティションを区別するために用いら
れる一意な識別子のこと。

HPA（Hidden Protected Area）

PARTIES とも呼ばれる BIOS（ファームウェア）
で保護された領域で、Windows のディスクの管理
でもこの領域を参照することができない。IBM 製
のコンピューターはこの領域にリカバリー用のデー
タが保存されている。

IDE
ハードディスクや CD/DVD を接続するための規格
の一つ。１本の IDE ケーブルで、マスター、スレ
ーブとして２台の機器を接続することができる。拡
張規格として ATA がある。

IEEE1394
高速なデータ転送が可能なシリアルインターフェー
ス規格。PC だけでなく、デジタル機器に広く普及
している。「FireWire」や「i.LINK」とも呼ばれる。

MS-DOS（Microsoft Disk Operating System）

Microsoft 社が開発したディスクオペレーティング
システム。DOS と省略されることがある。

NTFS（New Technology File System ）

Windows NT から導入されたファイルシステム。
セキュリティや信頼性において、FAT よりも優れ
ている。

OS（Operating System ）

コンピューターを動かすための基本ソフトウェア。ハ
ードウェアの管理を行ったり動作させるためのインタ
ーフェースを提供する。

PC/AT 互換機
IBM 社が開発した PC を元に、他社が開発した同
等の PC のこと。AT 互換機、PC 互換機、DOS/
V 機と呼ばれることもある。現在広く普及している
PC のうち、Macintosh 以外のほとんどは、PC/
AT 互換機。



付 - 3

S.M.A.R.T.
Self-Monitoring, Analysis and Reporting 
Technology の略で、ハードディスクの障害の発見
や故障の発生を予測するために、ハードディスクに
搭載されている自己診断機能のこと。
S.M.A.R.T. の機能によって取得できる各属性値（読
み込みエラーの発生率、スループットの値、温度な
ど）と、あらかじめそのハードディスクで設定され
ている「しきい値」とを比較することで、故障の発
生を予測したり、劣化の状態を知ることができる。
現在製造されているハードディスクのほとんど
に搭載されているが、古いハードディスクなど、
S.M.A.R.T. の機能が搭載されていないものもある。

SSD（Solid State Drive）

記憶媒体としてフラッシュメモリーを用いたドライ
ブ。省電力、耐衝撃性の面からノート型コンピュー
ターに適している。SLC（Single Level Cell）と、
MLC（Multi Level Cell）の 2 種類がある。MLC
は SLC に比べ低価格であるが、速度や信頼性の面
で SLC に劣っている。書き換え可能回数は、SLC
は 10 万回、MLC は 1 万回程度とされている。

UEFI（Unified Extensible Firmware Interface）
BIOS に代わる新しいハードウェアを制御するプロ
グラムのこと。BIOS で存在した起動ドライブの容
量制限がなくなり、2.2TB を超えるパーティショ
ンからも起動できる。また、操作画面はグラフィカ
ルになりマウスでの操作も可能となった。

USB（Universal Serial Bus）

キーボード、マウス、ハードディスクなどのさまざ
まな周辺機器を接続することができるインターフェ
ースで、コンピューターの電源を入れたまま、機器
の接続、取り外しが可能。
USB1.1、2.0、3.0 の規格がある。上位の規格は下位
との互換性をもち、最大転送速度がより高速になっ
ている。

USB ルートハブ
USB コントローラーチップ内部には一種のハブが
存在し、USB の根本にあたるハブのため USB ル

ートハブと呼ばれる。デバイスマネージャで USB
コントローラーを見ると、いくつかの USB ルート
ハブが表示されていることが確認できる。
一般的に、コンピューター本体にある USB コネク
タ（USB ポートともいう）は通常ルートハブである。
しかし、最近のコンピューターでは USB コネクタ
が複数あり、その中のいくつかのコネクタは、USB
ルートハブから分岐したコネクタ（内蔵ハブによる
コネクタ）の場合がある。キーボードやモニターに
ある USB コネクタも、内蔵ハブにより増設された
コネクタであることが多い。

Windows PE（Windows Preinstallation Environment）

通常の Windows から機能を省き、最小限のサー
ビスを利用できるコンパクトなオペレーティングシ
ステム。CD/DVD などから起動でき、Windows
のインストールや、起動できなくなった Windows
のトラブルシューティングや回復に利用される。
Microsoft より無償ダウンロード配布されており、
これをベースに自由にカスタマイズして使用するこ
とができる。

空き領域
パーティション中の使用されていない（ファイル・
フォルダーが存在しない）部分のこと。

アクティブパーティション
OSを起動するように指定されているパーティション。

拡張子
ファイルの種類を区別するために、ファイル名の
後に「.」を挟んでつけられる文字列のこと（例：
.ISO　.TXT）。

拡張領域と論理ドライブ
ハードディスクを分割したときの、基本ドライブ以
外の領域を拡張領域という。この拡張区画の中に１
個または複数の論理ドライブがつくられ、論理ドラ
イブの１つ１つにＤ、Ｅ、Ｆ…とドライブ文字が割
り当てられて使われることになる。
拡張領域のことを拡張パーティションと呼ぶことも
ある。
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仮想ドライブ 
実際には接続されていないが、Windows 上で本物
のドライブと同じように認識されるドライブのこと。

起動コード（ブートコード）
コンピューターやシステムを起動するために最初に
読み込まれるプログラムのこと。

基本ドライブ
コンピューターの起動用ドライブで、１つのハード
ディスクに４つまで作成することができる。特殊
な場合を除きＣドライブを指す。このドライブに
Windows がインストールされる。
基本パーティション、またはプライマリパーティシ
ョンと呼ぶことがある。

クラスター
ハードディスクへのデータの記録はセクター単位で
行われるが、Windows では複数のセクターからな
るクラスターという単位でデータが管理され、デー
タの読み書きがクラスター単位で行われる。

コンベンショナルメモリー
MS-DOS およびアプリケーションが使用可能な
640KB のメモリー。

シリアル ATA（SATA、SerialATA）

シリアルで転送するインターフェース規格。従来の
ATA 規格はパラレル転送を行っており、ケーブル
の形状が異なる。ATA より高速な転送を可能とし
ている。

ジオメトリ
ハードディスクに関する情報（トラック数、セクタ
ー数、ヘッド数など）のこと。

使用領域
パーティションの中の、使用されている（ファイル・
フォルダーが存在する）部分のこと。

ダイナミックディスク
Windows 2000 以降で利用可能なディスク管理方

法。ダイナミックディスクでは、「ボリューム」と
呼ばれる単位でディスクの領域を管理する。ボリュ
ームには、シンプル、スパン、ストライプ、ミラー、
RAID-5 が存在するが、ミラーと RAID-5 はサーバ
ー系 Windows のみサポートしている。

ディレクトリ
階層構造のファイル管理方式では、1 つの階層をデ
ィレクトリと呼ぶ。

デバイス
コンピューターに接続する周辺機器のこと。

トラックとセクター
ハードディスクの中では、回転する磁気を帯びた円
盤に対してデータの書き込み・読み出しが行われて
いる。データが記録される区画の最小単位をセクタ
ーといい、セクターの１周分をトラックという。

パーティション
ハードディスクをいくつかの領域に分割したときの
区域のこと。物理的に１つのディスクを複数のディ
スクのように見せることができる。

パーティションテーブル
ハードディスクに存在する各パーティションに関す
る開始位置やサイズの情報を記録しておくテーブル。

ファイルシステム
ファイルを管理する方式。ハードディスク上のどこ
にファイルが保存されているかなどの情報を記録す
る。ファイルの参照は、ファイルシステムの情報を
もとに行われている。

区画の１周分が
１トラック

１つ１つの
区画がセクター
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フォーマット
ハードディスクや DVD-RAM、MO などの記録メ
ディアにデータを書き込むために一番最初に行う処
理。ファイルシステムごとに決められた規則に従っ
て行われる。

フラッシュメモリー
書き換え可能なメモリーのこと。電源を切っても
データを保持することができる。USB メモリーや
SSD、SDHC メディアカードもフラッシュメモリ
ーを使用した記憶装置である。

ベーシックディスク
基本パーティション、拡張パーティション、論理ド
ライブで構成される従来のディスク管理方法を「ベ
ーシックディスク」と呼ぶ。

ヘッド
データの読み込み・書き込みを行うために使われる
ディスクの中にある磁気ヘッドのこと。ハードディ
スクでは、複数のヘッドが存在する。

ヘッド数
ハードディスクのサイズや位置情報を計算する方法
としてヘッド数という値を使用する。ヘッド数は、
ほとんどのコンピューターでは 255 としているが、
IBM などの一部のコンピューターでは 240 となっ
ている。

ボリューム
ディスクの記憶単位で、ドライブ文字が割り当てら
れる。ダイナミックディスクでは、パーティション
を「ボリューム」と呼ぶ。

ボリュームラベル
マイ コンピュータ画面でドライブアイコンに表示
される、ディスクを識別するための名前。

マスターブートレコード
HDD の先頭領域にあるセクターのことで、MBR
と略されることがある。パーティションテーブルやア
クティブパーティションから起動用プログラムを読
み込むためのマスターブートコードが記録されてい
る。

マルチブート
ハードディスクに複数のオペレーティングシステム

（OS）をインストールして、切り替えて起動でき
るようにすること。

未割り当て領域
ハードディスクの中でパーティションが割り当てら
れていない部分のこと。空き領域ともいう。

レジストリ
ハードウェアやアプリケーションの設定情報を管理
するファイル。このファイルが破損すると OS が
起動しなくなることもある。

基本ドライブＣ： 論理ドライブD： 論理ドライブE：

マスターブート
レコード

MBR

未割り当て
領域

空き領域 空き領域 空き領域

拡張領域

１台のハードディスクの例

（基本領域）

使用領域 使用領域 使用領域
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ユーザーサポートのご利用にあたって

①操作方法・トラブル内容について調べる
インターネット接続が可能な場合は、FAQ（よ
くあるお問い合わせ）をご覧ください。操作上
の注意点、トラブル内容と対処方法などが記載
されています。
http://www1.ark-info-sys.co.jp/support/
index.html

②アップデータをダウンロードする
最新アップデータを適用することにより、改善
する場合があります。下記からダウンロードし
てください。
http://www1.ark-info-sys.co.jp/download/
index.html

③弊社サポートへ問い合わせる
上記によっても解決しないとき、またはインター
ネット接続ができない場合に弊社ユーザーサポー
トをご利用ください。

お問い合わせになる前に

お問い合わせにあたって

■メールフォーム：https://www2.ark-info-sys.
co.jp/ARK_N/MailSupport/MainGate.asp

■ FAX：03-3234-9252
■ TEL：03-3234-9251（祝祭日・弊社休業日を

除く㈪～㈮の10 ～ 12 時、13 ～ 17 時）

　弊社で動作保証している環境以外（自作の
コンピューター、ショップメイドのコンピュー
ター、CPU オーバークロック、そのほかハード
ウェアの改造など）で不具合が発生するケース
においては、パーツの相性や、デバイスドライ
バーがその一因となっていることがあります。
　その場合、すべてのパーツの組み合わせの相
性テストは不可能であり、弊社ユーザーサポー
ト環境にて再現性のない場合や、相性により
発生していると思われる問題につきましては対
応が不可能な場合もあります。ご了承ください。
　他社製品、シェアウェアなどのパーティショ
ン操作ソフトウェア（マルチブートユーティリ
ティなど）との共存は原則としてサポート外と
させていただきます。

　お問い合わせいただく際、メール、FAX、電話
のいずれの場合においても以下の項目が必要です。
① ユーザー ID
②製品名、バージョン、シリアルナンバー
③ご使用の OS （Windows XP など）
④ エラーメッセージ全文
　障害の状況により、さらに詳しい情報が必要な場
合があります。エラーが発生するまでの手順を、箇

※ お客様の個人情報は、弊社情報セキュリティ方針に従
い適切な保護を行います。詳しくは弊社 Web サイトを
ご覧ください。

※FAX の場合、「ユーザーサポート申込書」をコピーして
ご記入のうえお送りください。

※ メール・FAX の場合、お問い合わせの内容により３〜
５営業日ほどお時間をいただく場合があります。あらか
じめご了承ください。

※ 曜日や時間帯によってはお問い合わせが集中し、お電
話がつながりにくくなる場合がございます。その際は、
恐れ入りますが時間をずらしてお電話をいただきますよ
うお願いいたします。

条書きでお知らせください。
（例）
１. コピー元、コピー先ハードディスクを選択
２．「コピースタート」をクリック
３. アプリケーションエラーが発生
　エラーメッセージ「*******」（正確に転記して

ください）
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HD 革命 /CopyDrive アップデータの有無：有・無（Ver.　　　　　　）

この用紙をコピーして各項目にご記入の上、下記まで FAX にてお送りください。

必ずユーザー登録終了後にユーザーサポートをお申し込みください。

株式会社アーク情報システム　企画販売部 ユーザーサポート係　行

「HD 革命 /CopyDrive Ver.5」ユーザーサポート申込書

FAX 03-3234-9252

お使いの環境を、わかる範囲でご記入ください（この用紙でユーザー登録はできません）。

●弊社からお客様への連絡方法

●お客様のお名前・ご連絡先・対象の製品（※ は必ずお書きください）

●お使いのコンピューターについて

●お使いのソフトウェアについて

※お名前：

TEL： TEL：
E-Mail アドレス：

製品の種類：１. 通常版　2. 通常版（with Partition EX2）　3.CD 起動版　４.Lite 版（バンドル版）

メーカー名：

機種名とシリアルナンバー：

メモリー（RAM）容量：

接続されている周辺機器：

ボード、カードをご利用の場合

・I/F：SCSI、eSATA、RAID、USB2.0、USB3.0、IEEE1394、その他（　　　　　　　　　　）

・メーカー、型番、チップセット：

インストールされているアプリケーションプログラム：

Windows の種類：Windows XP Home / Pro（SP　　　　　　　）

Windows Vista Basic / Premium / Business / Ultimate（SP　　　）

Windows 7 Starter / Premium / Professional / Ultimate（SP　　　）

Windows 8 / Windows 8 Pro（SP　　　）

※シリアルナンバー：

（FAX、E-Mail から指定してください。ただし、ご希望に添えない場合もありますのでご了承ください。）

１．FAX　　２．E-Mail

32 ビット版／ 64 ビット版
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